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合
併
後
ヶ
年

告
国
一
顧

L

-ーーー-'"‘

大
長
浜
町
発
足
満
一
ヶ
年
を
顧

み
て
、
私
は
感
慨
深
い
も
の
が

」
あ
り
ま
す
。
二
月
一
日
皆
様
の

う
御
支
援
を
得
ま
し
て
、
町
長
に

当
選
致
し
ま
し
て
か
ら
、
十
一

ヶ
月
を
経
過
致
し
ま
し
た
。
そ

の
間
に
於
け
る
、
合
併
後
の
事

情
と
申
し
ま
す
と
合
併
早
々
で

云
わ
ば
寄
合
世
帯
と
も
申
す
べ

き
庁
内
需
気
の
中
に
、
良
く
庁

内
及
支
所
職
員
共
、
一
致
団
結

し
て
、
私
の
気
持
を
良
く
理
解

し
て
呉
れ
ま
し
て
、
新
し
い
住

来

み
良
い
平
和
で
豊
な
、
理
想
郷

の
町
造
を
目
標
に
、
一
生
懸
叩

に
努
力
し
て
、
良
き
町
民
の
奉

仕
者
と
し
て
の
本
分
を
果
し
て

呉
れ
ま
し
た
の
で
、
有
難
く
忠

っ
て
居
り
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
度
中
の
予
算
は

各
町
村
で
、
責
任
を
以
て
、
経

理
す
る
事
に
申
合
が
出
来
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
三
月
末
ま
で

は
、
そ
の
方
針
の
下
に
各
方
面

に
一
旦
る
、
土
木
事
業
そ
の
他
も

、
最
後
の
仕
上
げ
で
、
能
率
的

に
進
行
致
し
予
定
通
り
の
事
業
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関了{一)

長

漬

町

長

昭

和

十

年

長

議

林単単林

工

事

名

/
青
島
堤
防
復
旧
工
事

長
浜
上
水
道
改
修
工
事

櫛
生
堤
防
復
旧
工
事

白
滝
橋
根
回
復
旧
工
事

長
浜
下
水
道
工
事

出
海
漁
港
堤
防
復
旧
工
事

右

同

右

同

右

同

出
海
漁
港
西
防
波
堤
復
旧
ヱ
事

喜
多
灘
海
岸
復
旧
工
事

喜
多
灘
堤
防
復
旧
工
事

喜
多
灘
舟
、
亡
り
復
旧
工
事

右

同

心
青
島
堤
防
復
旧
工
事

〈
喜
多
灘
突
堤
復
旧
工
事

つ
櫛
生
護
岸
及
床
固
復
旧
工
事

λ
喜
多
灘
突
堤
復
旧
工
事

円
一
出
海
堤
防
復
旧
工
事

♂

右

同

川

右

同

i

長
浜
下
水
道
工
事

na
青
島
舟
場
復
旧
工
事

パ
リ
喜
多
灘
防
砂
突
堤
復
旧
工
事

7
喜
多
灘
堤
防
復
旧
工
事

。
沖
浦
堤
防
復
旧
工
事

1

喜
多
様
漁
港
修
築
工
事

〔
，
喜
多
灘
白
滝
線
道
路
改
良
工
事

司
櫛
生
防
波
堤
復
旧
工
事

、
出
海
防
波
堤
復
旧
工
事

に
し
て
充
分
な
治
療
」
で
こ
れ
一
治
療
が
出
来
る
の
で
早
く
全
快
一
に
な
り
ま
す
。

を
松
山
へ
行
く
汽
車
に
論
え
て
一
す
る
が
自
由
診
療
地
区
で
は
相
一
こ
の
様
に
保
険
診
療
の
場
合
は

見
ま
す
と
国
保
は
三
等
の
客
車
一
当
病
気
が
重
く
な
る
ま
で
自
宅
↑
保
険
税
と
一
部
負
担
金
を
合
計

に
乗
る
事
で
あ
り
自
由
診
療
は
一
で
養
生
し
て
居
て
ど
う
に
も
手
一
し
た
実
質
負
担
が
自
由
診
療
費

二
等
の
客
車
に
乗
る
の
と
同
じ
一
に
お
え
な
く
な
っ
て
医
師
に
か
一
の
約
六
割
で
す
む
事
と
な
り
ま

一
L
る
か
ら
病
気
し
て
居
る
聞
が
一
す
だ
か
ら
保
険
は
強
制
さ
れ
ず

事
で
は
な
い
で
せ
う
か
何
方
の
一
長
い
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
一
と
も
進
ん
で
実
施
す
べ
き
だ
と

.

司

客

車

に

乗

っ

て

ら

剛

叶

剛

開

削

一

病

気

が

長

引

け

ば

養

生

の

為

の

一

云

へ

る

で

し

ょ

う

。

日
時
間
出
荷
一
一
一
一
一
一
一
諮
問
問
一
回
凶
器
品
叩
一
情
説
明
山
口
一
一
一
付
叫
ん
即
日
間
常
時

一
時
間
げ
叩
い
付
れ
れ
国
保
高
一
回
同
時
伊
全
額
自
己
負
担
一
由
診
療
費
と
保
険
診
療
費
に
差
一
を
実
施
し
て
居
な
い
た
め
に
受
一
は
非
常
に
元
気
で
生
れ
て
か
ら

を
強
力
に
推
進
し
国
民
の
医
療
一
コ
保
険
、
長
一
の
あ
る
一
つ
の
原
因
で
す
。
今
一
け
る
お
互
の
損
失
は
非
常
に
大
一
今
ま
で
一
度
も
医
師
に
か
L

つ

即
時
立
時
計
主
主
仇
∞
立
詣
一
ト
誤
認
問
問
宣
告
抑
制
訪
問
は
け
い
一
鳩
山
中
間
山
市

幽
と
し
て
市
町
村
の
任
意
設
置
の
一
二
、

O
四
O
円
保
険
税
一
療
収
入
と
に
区
別
さ
れ
保
険
診
一
云
え
る
で
し
ょ
う
。
一

官
民
投
融
一
凶
器
同
町
一
昨
日
一
昨
日
一
諸
国
出
前
一
一
片
山
一
一
一
色
川
郡
山
部
一
治
時
間
誠
一
一
一
一
一
一
一
一
日
間

に
移
り
ま
し
た
が
、
何
分
に
も
一
か
い
御
支
導
と
町
民
各
一
位
の
絶
大
な
る
御
支
援
に
加
へ
て
関
係
一
「
国
一
俸
は
国
か
ら
強
制
せ
ら
れ
一
国
保
実
施
一
地
区
が
五
四
四

O
円
一
ま
す
だ
か
ら
保
険
診
療
の
患
者
一
の
診
療
費
総
額
は
三
千
五
百
」
ノ
一
と
保
険
税
を
納
め
る
金
額
程
医

財
政
難
の
折
柄
で
も
あ
り
ま
し
一
機
関
の
御
理
解
あ
る
御
援
助
御
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、
本
町
予
一
て
行
は
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
一
で
自
由
診
療
地
区
よ
り
も
三
四
一
を
不
親
切
に
扱
は
れ
る
様
な
事
一
十
世
間
、
こ
れ
が
保
険
診
療
で
一
療
費
の
支
出
を
し
て
居
な
い
等

ド
バ
~
誠
一
坑
融
持
1
一
算
二
億
二
千
万
円
の
運
営
を
通
し
て
町
政
発
展
の
為
に
全
力
を
一
う
か
」
と
云
う
事
で
す
が
こ
の
一
六

O
円
安
く
な
っ
て
居
り
ま
す
一
は
絶
対
に
な
い
様
で
す
。
一
は
二
千
七
百
二
十
寓
円
で
其
の
一
々
随
分
不
利
益
を
蒙
る
と
思
は

良
く
相
談
仕
合
っ
て
合
併
五
ケ
一
尽
す
覚
悟
で
御
座
い
ま
す
。
一
答
を
出
す
為
に
国
保
の
利
点
を
一
総
額
に
於
い
て
自
由
診
療
と
保
一
次
は
病
一
気
に
か
L

っ
て
か
ら
一
差
額
一
は
突
に
八
百
四
十
万
円
の
一
れ
る
方
々
も
少
く
は
な
い
と
思

年
計
菌
の
線
に
添
っ
て
、
事
業
一
何
卒
玄
ろ
し
く
御
指
導
御
霊
下
さ
い
ま
す
様
御
願
申
上
げ
一
少
ル
説
明
れ
て
見
ま
す
。
一
険
診
療
の
差
額
は
何
政
生
じ
る
一
全
快
す
る
ま
で
の
日
数
で
け
が
一
巨
額
に
な
り
ま
す
其
の
上
に
保
一
い
ま
す
け
れ
ど
も
こ
の
様
穿

を
推
進
し
て
参
り
.
尚
当
初
よ
一
ま
し
て
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
一
回
の
統
言
に
よ
っ
て
保
険
診
一
か
又
保
険
診
療
に
な
る
と
医
師
一
自
由
診
療
の
場
合
約
一
週
医
位
一
険
で
は
二
割
の
国
庫
補
助
が
あ
一
々
は
大
き
な
立
場
に
立
た
れ
隣

駐
車
内
日
単
一
問
料
矧
問
料
罰
則
出
掛
封
詔
一
時
駐
日
時
計
訪
問
刊
一
、
刊
誌
起
訴
昔
話
出
品
川
計
四
一
日
付
丘
一
一
百
九
日
じ
一
時
川
村
鰐
誌

の
方
々
の
絶
大
な
る
御
協
力
御
一
発
一
践
に
外
な
ら
ん
と
.
心
か
ら
一
し
て
皆
様
の
御
参
考
に
供
し
ま
一
と
、
自
由
診
療
一
地
区
の
一
世
帯
一
響
し
て
は
品
ぬ
か
、
等
の
疑
問
一
な
っ
て
居
ま
す
。
と
れ
は
保
険
一
併
せ
て
一
年
間
に
一
千
三
百
八
一

o
次
に
私
共
が
前
述
の
如
、
き
大

指
示
に
依
り
ま
し
て
、
十
二
月
一
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
一
す
か
ら
、
何
卒
宜
敷
く
御
批
判
一
当
り
年
間
の
医
療
費
支
出
額
は
一
も
生
じ
る
と
思
い
ま
す
が
そ
れ
一
実
施
地
区
で
は
病
気
の
軽
い
中
一
十
余
蔦
円
の
お
金
が
町
民
の
財
一
き
な
利
益
を
受
け
る
た
め
に
は

末

ま

で

に

、

円

満

解

決

し

て

参

一

り

ま

す

。

一

願

ひ

ま

す

。

一

約

八

、

九

O
O円
こ
れ
に
対
し
一
は
保
険
診
療
の
原
則
が
「
必
要
一
に
医
師
の
診
断
を
受
け
正
し
い
一
政
余
力
と
な
っ
て
年
々
残
る
事
一
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
町
民
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一

農

林

櫛

生

漁

港

修

築

工

事

四

、

五

六

O
、
0
0
0

三
O
、
一
二
、
二
七
三
一
、
三
、
三
一
予
定
清
水
茂
俊
一
の
義
務
既
ち
保
険
税
一
部
負
担

合

計

一

三

ケ

所

七

O
、

一

二

六

八

、

四

一

九

一

金

の

納

入

が

あ

り

ま

す

。

l
i
l
i
-
-
一
国
の
補
助
金
が
二
割
と
法
律

昭

和

三

十

年

賓

施

麟

軍

農

業

土

木

版

規

一

で

定

め

ら

れ

て

も

喰

漫

然

と

二

白

E

i

一
割
が
補
助
さ
れ
る
の
で
は
な
く

事

業

費

事

業

量

米

一

町

の

熱

意

や

被

保

険

者

で

あ

る

一
五

O
、

0

0

0

0

共
同
施
工
一
町
民
の
義
務
履
行
の
程
度
等
に

一
五

O
、
0
0
0

四

か

一

よ

っ

て

二

部

以

下

と

な

る

こ

と

t

一

一
0
0、
0

0

0

0

庁

一

も

あ

る

し

最

高

三

割

ま

で

補

助

一

一
0
0、
0
0
0

五

伊

一

さ

れ

る

と

と

も

出

来

る

仕

組

と

一

一
五

O
、

0
0
0

九

庁

一

一

な

っ

て

居

り

ま

す

。

一

一
五

O
、

0

0

0

0

喜
多
灘
森
林
組
合
一
補
助
金
交
付
に
は
四
つ
の
方
式
一

二
0
0、
0

0

0

0

大
和
森
林
組
合
一
の
中
三
つ
ま
で
は
保
険
税
の
政
一

六
六

O
、

0

0

0

0

土
地
改
良
区
一
納
額
が
取
入
れ
ら
れ
て
居
ま
す
一

七
一
五
、

0

0

0

0

2

一
の
で
齢
く
と
も
保
険
税
の
収
納
一

六
四
六
、

0

0

0

0

0

一
率
が
九

O
%以
ト
て
あ
る
事
が
一

一
、
二
九

O
、

0
0
0

ぺ

直

営

一

二

割

以

上

の

祷

助

金

を

受

け

る

一

ノ

ι

一
た
め
の
絶
対
酌
要
件
で
あ
ろ
う
も

六
0
0、
0

0

0

0

土
地
改
良
区
一
と
思
い
ま
す
c

一

一、

O
五
O
、

0

0

0

0

庁

一

保

険

税

の

敗

納

率

が

よ

く

て

一

二
、
五

0
0、
0

0

0

0

森
林
組
合
一
保
険
給
付
の
内
容
が
充
実
し
て
一

、

直

雪

一

居

る

程

国

か

ら

の

補

助

は

多

く

白
一
ご
ニ
、

0
0
0

ム

ノ

営

一

受

け

ら

れ

る

事

に

な

る

の

で

す

図
、
五
九
六
、

0
0
0

五

m

一
か
ら
其
点
を
充
分
御
認
識
願
つ

λ

一
三
、
一
七

O
、

0
0
0

一
て
納
税
義
務
そ
完
全
に
果
し
て

一
頂
ミ
糠
お
願
い
致
じ
ま
す
。

一
前
月
の
町
の
便
り
で
御
承
知

一
の
通
り
国
保
の
会
計
に
予
備
金

請
負
人
一
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
や
一
部
負

川
西
金
次
郎
一
柑
片
山
鴻
一
一
話
一

mm駐
日
尚
一
間

一
宮
亀
久
雄
一
詰
り
ま
す
。

菊

地

正

成

一

生

れ

た

ば

か

り

の

長

揮

亀

岡

政

重

一

町

圏

保

を

み

ん

な

の

協

矢

野

清

一

力

で

立

探

K
成
人

3
せ

1
岡

重

一

て

下

遣

い

。

国

保

は

必

ー

や

孝

行

息

子

に

な

っ

て

み

皆

様

の

御

恩

K

御
報
い

ず
る
の
で
す
。

て永関I

エ

事

費

二
、
三
六
九
、
一
八

O

七、

0
0
0、
0
0
0

一
、
三
因
。
、

0
0
0

九
二
八
、

0
0
0

二
、
一

0
0、、
0
0
0

五
、
七
四

O
、
0
0
0

五
、
五
四

O
、
。
。
。

五
、
二
八

O
、
0
0
0

五
、
七
七

O
、
0
0
0

二
、
四
八
九
、
二
九
六

て

七

九

O
、
0
0
0

五
三

O
、
0
0
0

九
一
八
、
九
三
五

一、

0
0
0、
0
0
0

一
、
六
二

O
、
0
0
0

七
一

O
、
0
0
0

二
一
三
、

0
0
0

九
九

O
、
0
0
0

二
、
五
五
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計 月口内野野里子泉 中井地図田 野田 屋井 本本宮本阿川弁村水

春 ↑ コナ 盛
増死出増死出京最秀幸愛佐白五映吉秋ト大魯ミ出 7 民櫛和!キハ iカ光善太テ
加亡生加亡生子衛子男子市滝郎子馬広ミ和一ノ海ス子生子ワヨノレエネ弥吉郎ノレ

支 支支 τ 本
所所所所 庁
分 分戸分分 分二七九二三
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